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時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
い
た
し

や
主
９

Iお

ない

おで

、｜､
*|｜さ
淡い
ば c

,|ﾉ：
II
な：

I

前’
九

開
き
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
相
淡

を
お
符
ち
い
た
し
て
お
り
ま

の
警
祭
科
ま
た
は
憐
察
本
部
に

準
倣
い
た
し
ま
し
て
州
淡
所
を

察
本
部
に
乍
旧
か
ら
の
箇
料
を

し
た
か
、
ま
だ
手
が
か
り
の
な

家
出
人
を
お
探
し
の
方
へ

相
談
所
開
設
の

お
知
ら
せ

警
察
で
は
、
み
な
さ
ま
か
ら

家
川
人
の
捜
索
噸
参
一
受
け
ま
し

て
か
ら
、
腓
所
の
発
兄
や
行
先

の
洲
査
に
つ
と
め
て
ま
い
り
ま

い
″
も
州
当
あ
り
ま
す
。 鶏

ぜ
ひ
期
限
ま
で
に
完
納

て
下
さ
い
。
‐

限
は
八
月
三
十
一
日
で
す
。

税
務
課
か
ら
の

お
知
ら

町
民
税
第
二
期
の

祷
察
で
ば
、
八
月
一
日
か
ら

ケ
川
間
各
瞥
察
料
お
よ
び
杵

発
行
所

心
あ
た
り
刀
″
は
雌
寄
り

洲
災
企 肯

森
以

金
木
町
役
助

企
画
室
l凶

せ
納
税
期申 し

七
月
十
八
日
招
災
さ
れ
た
第
一
は
①
専
決
処
分
報
告
の
件
②
昭
年
学
級
開
設
の
件
④
ｔ
地
改
良

靜
垢
舗
謹
蕊
一
騨
蕊
競
潅
隅
蕊
議
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般
質
問
に
六
議
員

節
四
十
三
回
定
例
町
繊
会
は
七
月
十
八
日
招
柴
さ
れ
、
議
案
熟
考
の
た

め
十
九
日
休
会
、
二
十
日
一
般
質
問
、
二
十
一
日
議
案
裾
識
を
行
な
い
、

二
十
一
日
午
後
五
時
全
議
案
を
原
案
通
り
川
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

す
○

願
い
い
た
し
主

よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
、
検

紬
川
解
し
て
下

さ
る
こ
と
を
お

よ
う
に
な
つ
て

昭
和
四
十
二

年
一
月
一
日
か

ら
六
月
三
十
日

ま
で
の
町
の
財

政
邪
怖
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
説
明
り

に
よ
っ
て
向
接

間
接
に
負
州
し

て
い
る
金
の
使

い
み
ち
か
ど
の

い
る
の
か
、
町

の
行
政
か
ど
の

、
、
、
、
、
、
ぺ
ぺ
、
、
、
Ｎ
、
、
、
、
冠
、
、
ゞ
ふ
ぐ
で
べ
ｘ
、
蚤
き
ぐ
、
辱
く
、
、
消
詐
、
叉
、
、
箕
、
、
き
く
、
、
、
入
、
天
、
ミ
式
、
ミ
箕
ふ
む
電
蔑
ふ
ぐ
、
民
氏
承
琴
き
く
、
、
、
買
藍
、
糟
、
、
蕊
丸
、
、
、
、
遥
、
、
蕊
、
託
ご
竜
、
、
、
冬
電
、
、
、
唾
、
、
蕊
、
、
八
八
天
、
竜
、
、
藍
、
再
彊
、
冨
、
受
、
壁
苓
、

全
議
案
を
原
案
通
り
可
決

収入及び支出の状況
1．収入の部 昭和42年6月30日現住

科’1､｜矛疎雛自’調定済狼’収入済額洲細額｜
町民税16.233,00016,564.5201.448.23215,116,288
固定費産税23.881.00027,330.2681,674.89025,655.378
帷自助!'[税1,557.0001.771,640344,7601,426,88O
たばこW挫税10.341‘0002,162,330987,0701,175,260
屯女(力.ス税4.030.000697.991697,9970
木材リ|取税2,680.0003,1259972,128

計58,722.00048,529,8805.153.94643,375,934
地〃だ付税101.260,00050,246,00050.246,0000

1臨将交付金
分扣余f"1柤金4.003,0001,482.8691.482,8690
使用料手数料′4,364‘O001.348.4401.348,4400
国IIIi支出金3I,190.000
リ14文川金9,510.000267.100267,1000
財産収入231.00077，81477,8 1 4 0

1織m""::!;:|w:？!:::歳入合計255:776M102391509'59015､575433759341
せ
ん
に
つ
ぎ
同
意
を
求
め
る
件

①
寄
附
採
納
の
件
で
す
か
、
呼

決
処
分
は
昭
和
四
十
一
年
度
の

一
般
会
計
補
正
予
算
や
町
税
条

例
の
一
部
改
正
で
す
。

弁
を
求
め
ま
し
た
。

①
町
長
批
任
の
公
約
で
あ
る
役

場
庁
舎
、
水
遊
施
設
等
任
期

巾
に
実
現
す
る
恵
思
か
あ
る

か
。

②
小
川
川
ダ
ム
建
投
は
ど
う
な

一
般
質
問

一
般
質
問
に
は
田
中
兜
吉
、

古
崎
正
光
、
古
川
竹
夫
、
野
寓

雄
造
、
沢
田
茂
、
秋
元
武
治
の

六
識
幽
が
立
ち
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
問
迦
に
つ
い
て
、
町
長
の
答

2．支出の部2

科｜｜’ y陳現額 父出済 “
岬
岬
幟
秘
岬
岬
畔
恥
岬
岬
岬
蝿
皿
榊
癖
一
殿

：
８
８
８
８
０
９
７
２
１
６
４
２
０
１
’
６

脚
６
３
２
２
６
１
８
４
２
５
６
弓
－
０

予
３
２
１
３
４
１

旧
差
１－

△

加
出
一
加

５
７
２
３
０
０
２
１
２
１
８
３

維
師
匝
拓
妬
叩
〃
肥
帽
叫
叩
馴
師

曲
微
微
出
費
費
畿
費
曲
甜
畷
尖
金
間
計

溌
へ

会
務
欲
生
伽
加
工
水
防
行
州
仙
型
怖
蛤

咋
げ
０
０
Ｂ林

繊
総
出
術
労
股
間
土
消
戦
災
公
擶
子
歳

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

９
勺
■
●
Ｂ
９
ｃ
ｆ
１
甲
■
。

、
と
Ｑ
Ｊ
７
０
４
・
ｎ
４
４
Ｒ
〕
八
．
『
Ｉ
５
Ｆ
Ｏ
へ
。

４
Ｉ
１
０
４
ｊ
Ｒ
）
４
‐
４
４
１
『
ｙ
２
ｑ
Ｊ
９

ｎ
Ｊ
４
１
４
Ｉ
〔
ｄ
Ｑ
Ｊ
ｎ
〕
ｎ
Ｏ
８
ｎ
ｄ
７

０
↑
、
８
（
。
（
Ｕ
（
ｂ
Ｆ
Ｄ
４
Ｑ
Ｊ
５
Ｆ
Ｄ

１
４
２
２
４
‐
（
ｂ
１

3．451，375，

'&粥鰯’
590，963

20，0001

4，265，1701
4’955,082‘
6，237，431

692．0421
27，626，471

4,725,918
3?3，663

①
燗
巾
通
学
バ
ス
附
入
の
葱
忠
一
こ
れ
に
対
し
て
町
瞠
か
ら
次

あ
り
や
。
｜
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

⑦
町
悩
工
耶
業
者
の
選
定
に
つ
①
財
源
を
勘
案
し
、
検
紬
巾
で

い
て
。
あ
る
。

③
普
良
市
診
擁
所
の
新
築
に
つ
②
股
林
衙
に
お
い
て
検
紬
中
で

い
て
。
今
月
中
に
は
結
論
が
で
る
も

⑨
学
校
教
材
、
教
典
の
允
実
に
の
と
思
う
。

つ
い
て
。

⑩
．
耐
年
団
、
鮒
人
剛
体
へ
の
肋
③
繩
射
函
非
啼
理
罐
妙
垂
他
鋤

成
に
つ
い
て
。

⑪
各
靴
州
淡
所
の
活
川
に
つ
い
①
施
行
叩
荊
の
同
迩
堺
名
か
鵬

て
。

め
て
い
る
。

⑫
向
川
眼
顕
首
工
訓
鋤
に
つ
い
①
隔
中
の
完
成
を
ま
っ
て
善
処

て
。
す
る
。

っ
て
い
る
か
。

③
職
幽
の
給
与
に

④
川
愈
地
区
股
業

業
は
ど
う
な
っ

⑤
南
中
学
校
の
雛

０
０

０
０

０
０

０
６

０
７
２
７５５２ 69,701‘207118

差引歳計現在高
入

701207

支

6

収
一
卵
一

つ
い
て
ｏ
｜

棚
造
改
苫
馴

て
い
る
か
。

伽
に
つ
い
て

9701
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⑬
開
剛
帥
凹
は
な
い
か
。

⑭
予
算
の
計
画
的
紺
上
に
つ
い

て
。

町
長
答
弁

現在額総計

世帯数

総人口

104,497,499円

3,247戸一世帯当り

16,896人一人当り

T-J

森県ｲ，
像ﾘil鰹』
乍改‘畔》

32,183円

6,185円
1'f;

砥
③
四
十
三
年
度
に
お
い
て
老
胆

し
た
い
。

⑦
業
朽
の
能
力
、
僻
川
呼
を
勘

案
の
上
、
明
朗
、
公
平
に
選

疋
す
る
。

③
Ｍ
利
Ⅶ
十
三
年
度
新
築
を
予

定
し
紺
凹
を
命
じ
て
い
る
。

⑨
帥
回
附
に
雑
伽
允
火
し
た
い

⑩
助
成
を
考
え
て
は
い
る
か
、

そ
の
伽
に
吋
年
Ｍ
、
州
人
団

体
群
自
主
的
に
祇
極
的
な
活

肋
を
し
て
ほ
し
い
。

⑪
心
配
ご
と
机
淡
所
、
出
稼
ぎ

州
淡
眺
惇
投
肚
し
、
町
民
各

位
の
械
概
的
な
活
川
を
希
蝿

し
て
い
る
。

⑫
業
者
に
お
ハ
て
再
工
珊
も
光

ｒ
し
、
州
業
賀
に
つ
い
て
は

脂
導
朧
仔
機
関
に
お
れ
て
も

妥
当
な
額
で
あ
る
と
の
兄
解

を
示
し
て
い
る
の
で
擴
旺
し

た
い
。

⑬
水
脈
の
側
係
か
あ
る
の
で
洲

在
の
止
検
制
し
て
み
に
い
。

⑭
洲
側
的
に
行
唄
を
椛
進
し
て

い
る
か
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件

か
ら
変
化
や
変
災
も
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
町

民
の
柵
祉
〃
川
上
に
つ
な
が

る
よ
う
行
政
醤
し
て
ゆ
く
。

組
の
手
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
き

た
統
合
小
学
校
校
舎
と
、
隠
内

体
行
飢
の
粂
工
柵
か
元
ｒ
し
た

の
で
、
町
で
は
雌
や
町
の
関
係

統
合
南
中
学
校

屋
体
完
成

八
月
落
成
式

挙
行
の
予
定

昭
和
三
十
九
昨
じ
川
よ
り
三

年
柵
の
継
統
州
紫
で
火
取
大
水

将
多
数
を
呼
ん
で
八
月
二
十
三

日
盛
大
な
然
成
式
を
行
な
う
予

定
で
す
。

I
生
ま
れ
た
人

☆
川
巾
Ⅷ
（
忍
長
列
）

☆
角
川
久
災
子
（
誠
一
艮
女
）

☆
派
川
川
芙
（
裕
踵
女
）

☆
白
川
公
（
武
三
２
男
）

☆
木
村
科
（
脇
箭
腱
列
）

☆
村
田
忠
明
（
紀
川
及
川
）

☆
川
上
師
子
（
義
帖
女
）

両
白
川
奈
奈
子
（
剛
長
女
）

☆
沢
田
惣
孝
（
瀬
災
捌
）

女
川
中
揃
（
脈
将
災
２
棚
）

☆
小
林
綾
子
（
唯
一
２
女
）

☆
斎
藤
冊
子
（
忠
志
踵
女
）

☆
白
川
千
加
子
（
秀
雄
蛙
女
）

以
上
金
水
分

☆
工
滕
軽
（
服
価
３
側
）

☆
法
利
典
紀
子
（
勝
錐
優
女
）

☆
白
川
ま
つ
子
（
練
太
郎
３
女
）

☆
小
野
愉
災
子
（
久
五
郎
２
女
）

☆
中
谷
聰
子
（
秀
八
２
女
）

☆
三
潟
美
枝
十
（
正
行
２
．
灰
）

領
巾
谷
典
．
（
火
艮
女
）

以
上
川
ｎ
分

黄
服
川
浩
二
（
脈
雄
２
別
）

☆
正
滕
脚
光
（
金
光
艮
叫
）

以
上
藤
枝
分

☆
岡
川
罫
八
郎
（
群
十
郎
男
）

以
上
蒔
川
分

☆
大
脆
弘
美
（
旺
災
２
列
）

☆
腺
川
弘
光
（
仏
心
及
兜
）

☆
小
川
内
服
人
（
惇
陛
兜
）

缶
松
川
武
仁
（
武
災
長
測
）

☆
川
巾
盟
稔
（
利
災
２
伽
）

☆
尚
川
一
弘
（
兇
良
男
）

☆
川
中
川
災
・
Ｉ
（
仙
三
優
女
）

☆
巾
村
栄
子
（
服
俊
４
女
）

鍬
川
千
鶴
采
１
代
汁
２
女
）

水秋1'i
下ノ61崎
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災‘γ:栄
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竹浦Ⅲ'i
雄逸雌

陸睦長
リ）リ）リ）
レレー

河
松
川
正
樹

死
ん
だ
人

★
大
橘
英
三
川
（
扣
）

★
雌
側
平
七
（
ね
）

★
町
川
さ
よ
（
副
）

以
上
金
木
分

★
鋼
崎
グ
ミ
（
師
）

★
川
海
民
之
助
（
理
）

★
鴫
海
ソ
キ
（
石
）

★
神
助
は
る
（
的
）

★
加
滕
ソ
メ
（
銘
）

★
木
下
巾
太
郎
（
師
）

以
上
淵
瀬
分

★
米
行
兜
太
郎
（
ね
）

★
今
源
戯
（
卵
）

★
今
子
之
門
（
師
）

★
今
ク
ミ
ヨ
（
田
）

★
加
藤
サ
ト
（
距
）
，

｜
★
大
怖
茄
七
（
腿
）

（
小
松
作
子
（
仰
投
２
女
）

脚
沢
田
存
江
（
光
山
長
女
）

以
上
中
杣
木
分

互
二
上
芳
弘
（
秀
珊
長
兜
）

河
内
川
尚
宏
（
良
職
長
列
）

両
桜
唯
一
（
川
三
長
列
）

両
門
川
仏
山
（
吹
明
２
女
）

☆
肌
川
正
川
（
滴
－
２
男
）

☆
抑
方
隆
子
（
雅
夫
２
女
）

☆
大
柵
一
人
（
秀
夫
２
別
）

☆
今
一
俊
（
淌
肺
２
男
）

☆
桑
川
江
英
子
（
政
一
長
女
）

以
上
桝
良
市
分

恥
川
巾
松
子
（
一
兜
２
女
）

脚
Ⅲ
巾
育
子
（
脚
必
２
女
）

以
上
那
瀬
分

溶
↓
腺
川
価
肌
（
文
芳
長
男
）

減
服
川
傭
一
（
万
治
２
男
）

★
桑
川
附
雄
（
弱
）

以
上
桝
艮
市
分

Ｊ

》

出
生
と
死
亡

（
五
・
六
月
届
出
分
）

川
旺
棚
（
服
英
長
列
）

235

'11ⅢIlilllIl111

剛
､M、

M1削棚
一

礪応
|柵



01

』

金第91号 木 だ よ り－

’|"|142iド8月1日（火） (2）

ま
ず
、
戯
入
の
内
択
を
み
る

と
、
地
″
交
付
税
（
臨
時
地
力

特
例
交
付
金
を
含
む
）
九
千
八

百
六
十
一
刀
円
粂
体
の
三
八
・

四
％
を
占
め
て
一
稀
多
く
、
町

税
は
五
千
九
面
六
十
七
〃
三
千

円
で
二
二
％
、
国
雌
支
出
金
か

五
千
六
百
七
十
四
万
三
千
円
で

二
二
％
、
町
悩
が
三
千
六
百
五

十
万
円
で
一
三
・
五
％
、
そ
の

他
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『

昭
和
四
十
一
年
度
⑳
金
木
町

の
一
般
会
計
は
、
五
月
水
で
出

納
を
閉
鎖
し
、
決
弾
の
収
ま
と

め
を
進
め
て
い
ま
し
た
か
、
こ

の
ほ
ど
そ
の
兄
込
揃
が
ま
と
ま

り
・
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
戯
入
総
額

二
帷
七
千
八
十
三
万
六
千
円
、

股
出
総
額
二
他
火
千
五
，
十
九

万
六
千
円
で
、
差
引
五
百
六
十

四
万
円
の
蝿
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。印紙税額一覧表 (昭和42年7月1日から適用）仙台国税局

1収入印紙ﾜﾗｰ霊一頭一一-1
歳
入

昭
和
四
十
一
年
度
一
般
会
計

決
算
見
込
ま
と
ま
る

五
百
六
十
四
万
円
の
黒
字

1

1 @麗子 又 IIドの諏 敵
水仙順
る契約
地上権
椛心I没
する契
消愛(l'i
送に側

などの捜渡にlM
It

契約金獺が可 こ
の
表
の
ほ
か
課
税
物
件
に
は
「
定
義
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
非
課
税
法
人
の
表
」
お
よ
び
「
非
課
税
文
書
の
表
」
等
の
規
定
も
あ
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
税
務
署
で
確
め
て
く
だ
さ
い
。

「
５
」
切
日
は
税
の
相
談
日
で
す
。

1万円未満
10万円以ド
10万iヨをこえ50万円以下

非裸税
501]」

200111

5001｣｝
1千|'」
2千円

11

または土地の厨{{'i
定または謹波に側
約11ド

1

50〃｢[1をこえ-100万円以卜
100ﾉj｢'｣岳こえ500万円以ド
500〃｢｣｣をこえ_1千万円以下

に|則する契約!I"

’す~る契約餅
１
１
１
１

以下略
申契約金獺か

’〃円未満
100万'9未州

‘100万円以上200万円以~ド
’200万円をこえ300万円以下

300万円空こえ500万門以~ド
1500"19をこえ1千万｢｣]以ド

I》1KW

さ
ら
に
町
税
の
内
沢
を
み
る
収
人
舶
が
一
千
七
Ｗ
二
十
四
刀

と
、
町
脳
税
か
洲
定
額
一
千
七
三
千
円
で
徴
収
竿
九
九
・
八
％

画
二
十
六
万
九
千
川
に
対
し
て
Ⅲ
疋
登
厳
税
の
洲
定
額
二
千
虹

|!;'{j"に二閲す る契約11ド
JI課税’

201"3
200円

500円
1千|リ
2千'1」

ｐ
Ｂ
Ｕ
，
■
■
Ｄ
Ｅ
Ｂ
Ｂ
■
Ｆ
Ｆ
ｌ
Ｂ
Ｂ
■
Ｂ
ｒ
巳
日
ｐ
Ｄ
０
ｌ
Ｄ
且
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ⅲ
ト
Ｏ
Ｐ
Ｉ
‐
ト
ー
０
１
９
２
円
ｒ
■
趣
け
Ｉ
咽
Ｒ
ｒ
■
ｂ
■
■
Ｉ
‐
ト
ド
ｒ
■
日
や
且
五
い
り
ド
ー
６
■
Ｈ
Ｅ
Ｎ
、
卜
‐
ｌ
０
Ｄ
Ｉ
ｌ
Ｌ
８
ｉ
ｌ
ｌ
■
Ｂ
Ｂ
８
■
Ｂ
Ｅ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ト
ー
ト
‐
，
１
１
，
‐

21

以卜．’賂

ま
差

形
”
弓

手
↑
ｎ

束約

３

お
気
軽
に
税
務
署
へ
。

－
川
ｒ
Ｉ
‐
Ｉ
”
Ｉ
‐
‐
‐
－
１
－
．
‐
‐
１
１
．
．
；
！
‐
ｉ
‐
ｌ
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｈ

約束手形または為縛手形|J塀靜農満
20万円以下
20"11l炉こえ30万円以~ド
30"|!｣をこえ50万円以卜．
50万|ﾕlをこえ100万円以下

100万円をこえ200万円以~ド
200万円をこえ300万円以下
300刀円をこえ-500万|｣1以下
500ﾉj門をこえ_1千万|-9以~ド

以下|略

雲職紳騰，

非拠税
201｣j
30111
501]」

10011」
20019

3001'」

50011J
1千'1」

!

断
じ
十

手形金額が

10万円未満非課税‘

1 0 万 円 以上20円｜

券画金額（1冊または1つづりとなって｜
いるも/)は合卵）か600円未満非梨税
券面金額か’千円 以卜30円
〃1千円をこえるも刀は

1千門またはその端数ごとに301'1
券面金額の記!他かないもの20;'l

’－．1ぴ1
－7▽心二

『1
／ J

|ノリ千
一▼二

十二j-L

が
二

四
万

収
率

以
派
‐

百
四

万
一Ｕ

お
わ
か
り
に
く
い
点
等
は
税
務
署
間
税
課
へ
「
ひ
な
型
」

明

性質別才出内訳
|物品切手 千

円
で
九
一
。
一
％
、
水
材
引

取
税
二
百
胆
十
二
万
七
千
円
で

九
七
・
九
％
と
な
っ
て
お
り
、

昨
年
と
比
べ
て
○
・
一
％
位
徴

昭和41年度金木町一般会計決算見込

1．歳入

｜区分決算額｜柵成比叩‘’ 叩
叫
晒
咄
哩
判
河
一

耳『Ｐ

％
０
４
６
５
０
０
６
７
７
５
０

由
■
●
①
■
旬
甲
■
■
５
５

２
６
０
２
７
４
１
０
１
３
０

２
３
１

１
０１

千
円３

０
０
３
８
５
１
３
３
０
６

７
１
４
１
８
５
４
－
０
０
３

戸
、
戸
、
ラ
ー
ヲ
ｉ
Ｏ
Ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
と
Ｑ
Ｊ
ラ
ー
Ｅ
Ｊ
ｎ
口
・

Ｑ
Ｊ
Ｑ
Ｕ
ｑ
ｌ
〆
Ｏ
Ｒ
Ｊ
ｎ
Ｕ
八
斗
１
人
斗
行
Ｏ
ｎ
Ｕ
・

反
Ｊ
９
４
１
ｎ
Ｊ
７
Ｉ
ｌ
２

税
税
金
料
金
金
入
金
人
価
計

付
加
秘
出
出
収
合

睦
恥
蝿
唯
文
産
越
収

入

券、社(蛇
または衝↑
券

株券、
511ill券f

信‘花0

－ﾘー|皇生
T灘
9預金d

'0蝋
11保険i

121im.)|1

司す|指甫

|ﾐ券、出資証
I券投資崎正
;‘花の受侭iII

券
付

|券面金額が100万円未満
｜〃100万円以上500万円未満
｜〃500万円以上 ｊ

ｈ
１

町
地
分
使
凶
喋
財
繰
磁
川
歳

ｎ
と
ｎ
Ｕ
（
川
〕

１
Ｉ
Ｒ
Ｊ

Ｊ
１

合併契約,'} ヨニ
I1

紋 1千
一
的
沖
征
引
祉
舐

200円
統的取引刀基本となる’

収
・
卓
か
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

聯職輪暁源
咽
一
昭

句
と

歳
出

２
券

券 ]0円

耐勺一
}01｣］

２l

一
□
ｆ
Ｊ
、

状 ２
２ 出歳

一
区

2
為にBMする契約!I}{』

ｌ
ｌ
Ｈ
‐
１
画
《
《
“

一
％

比
－
９
２
７
２
２
７
１
１
６
４
９
９
１
０

成
一
ａ
８
ａ
ａ
Ｏ
８
３
ｑ
ｌ
２
ａ
４
Ｑ
ｑ

ｊ
１

１
口
－
Ｊ

１
３

Ｏ

ｉ

ｌ

額
一
燗
１
６
９
４
７
９
２
１
８
８
７
０
６

１
９
１
９
７
２
４
５
２
０
７
６
０
９

節
－
３
１
７
５
５
０
２
７
２
８
４
８
４
１

逃
川
紹
妬
８
羽
８
妬
４
踊
旧
廻
開２

１
－分水小作椛な垂の,没疋またlま

護渡に関する契約伽、無体
財産樅〃尖施権の投定ま仁
は繊渡にIMする契約識

ｋ
ｌ
ｌ

艸
一
旧
一
旧
一
Ⅳ
｜
旧
一
円
一
加
一
刻

を
お
示
し
の
う
え
お
問
い
合
や
せ
下
さ
い
。

川
に
つ

る
と
、

予
算
額

は
二
他

七
千
九

十
三
万

九
千
円

に
対
し

て
、
尖

際
に
使

っ
た
額

（
文
出

額
）
は

二
侭
六

千
五
白

十
九
万

六
千
円

で
、
歳

砿会饗
総傍典
Lも生徴
術生共
労側費
股林水雌業磯
商工尖
士木我
i尚｜りj饗
教行我
災沓復｜|｜饗
公偵尖
‘満支出金

歳出合計

20円

砺
証

一
旧
一
肥

悩務の保liIIに関する契約!1} 20円
川
予
卯
上
の
雄
引
残
額
は
五
百

七
十
四
万
三
千
門
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ

の
よ
う
に
妓
額
か
多
く
で

た
の
は
、
プ
ー
ル
用
水
確
保
の

た
め
の
ボ
ー
リ
ン
グ
珊
業
二
百

万
円
が
翌
年
度
に
ま
わ
っ
た
外

は
尚
蛮
的
経
賀
の
節
減
に
つ
と

め
た
結
梨
で
す
。

歳
出
の
性
価
別
内
訳
は
上
空

の
通
り
で
す
が
、
主
な
る
も
の

と
し
て
は
、
児
欣
館
雌
投
出
三

百
二
十
一
万
六
千
円
、
股
業
柵

造
改
苫
事
業
計
画
費
百
二
十
八

万
五
千
円
、
町
岱
惟
宅
建
設
愛

九
百
四
十
二
万
四
千
円
、
通
路

柵
り
ょ
う
徴
百
十
九
万
円
、
南

中
学
校
五
千
四
百
九
十
万
九
千

円
、
教
職
口
他
宅
百
八
十
万
円

な
ど
で
す
。

瞳岱借などに関する契約4｝ 20円

T|"委任状または委任に関す
る契約【lド

もっぱら金銭の受領を委任する姿？0円
任状で、営業に関しないも、非課税

金銭または有価,ill券の奇
‘花に関する契約IIド

201]J

~罪 ｜
鰄
畑
綱
洲

物品また{よ有価証券の奇
‘肥に関する契約野

契約全額か1万|リボ満
〃1万円以'二

’
契約金額が1万円未満

〃1万円以上

一ｲ･ニ

ヲF価権譲渡などに関する契
約書

非課税
20円

配当金額か3千円未満
〃3千円以上

配当金領収!;lli、配当金振
込通知I聯

一
登
記
一

一
ｂ
■
４
９
今
４
９
句
・
■
■
‐
■
■
吟
凸
■
二
■
・
●
凸
●
■
画
■
■
哺
一
■
■
■
●
■
凸
，
心

日
術
、
私
述
に
は
余
り
「
え

ん
」
の
な
い
も
の
と
さ
れ
て
脈

る
こ
の
．
耐
梁
も
、
尖
は
私
述
の

身
近
に
蚊
も
必
要
な
聯
の
一
つ

な
の
で
す
。

日
噸
は
知
に
も
か
け
な
い
不

励
雌
（
士
地
、
家
腺
）
群
も
、

こ
の
益
迅
か
な
さ
れ
て
勝
ら
な

け
れ
ば
、
法
的
に
自
分
の
も
の

と
主
砿
す
る
樅
利
か
な
い
こ
と

に
な
り
、
袖
い
の
唯
と
な
っ
て

い
る
岬
火
か
何
件
も
股
業
委
凸

会
に
持
ち
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
俄
肥
に
伴
う
饗
川
の
主

た
る
縦
録
税
（
私
述
の
云
う
鞍

記
料
）
も
Ｍ
和
三
十
九
年
に
日

浦
戦
争
後
力
財
倶
滿
要
の
た
め

に
破
け
ら
れ
、
そ
の
間
、
数
凹

に
わ
た
る
改
正
が
な
さ
れ
、
現

在
に
い
た
っ
て
居
り
ま
す
。
現

在
行
な
わ
れ
て
い
る
課
税
の
対

象
お
よ
び
税
負
担
は
昭
和
二
‐
Ｔ

三
年
七
月
に
定
紬
ら
れ
た
も
の

で
す
か
〃
そ
の
後
に
お
け
る
経

済
の
推
移
か
ら
、
甑
友
の
川
迦

か
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
服
ね
て

そ
の
改
正
が
検
制
さ
れ
て
伽
た

が
、
災
に
定
額
税
率
の
負
机
の

調
整
、
弧
務
手
続
の
而
楽
化
、

負
担
の
公
平
化
、
課
税
標
準
等

の
計
算
の
棚
衆
化
を
計
る
兄
地

か
ら
検
帥
が
加
え
ら
れ
て
今
凹

改
疋
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

非課税
2019

非課税

|受取金眼が1万円未満
〃1万円以上

|営業に関しぱいもの
金銭または有価証券の受
取雪

預金通帳、貯金通|限、侭
1稲通帳、掛金通帳、保険
料通l眼

’22

1冊1年以内の付込みに対して20円羽
一
別
一
妬

諦負通帳、有価証券の領
り通帳、金銭の受取通帳
など

1冊1年以内の付込みに対して40円

1冊1年以内の付込みに対して400i~W旧I取帳

そ
し
て
今
ま
で
の
「
続
録
税
以
降
の
悪
肥
に
通
用
さ
れ
る
こ
の
一
部
を
掲
げ
Ⅲ
法
と
対
象
い

法
」
も
「
砿
録
免
汗
税
法
」
と
と
入
な
り
ま
し
た
。
た
し
て
兄
ま
し
た
。
何
か
の
参

変
り
、
こ
の
法
仰
は
八
月
一
日
私
迷
に
必
喫
と
忠
わ
れ
る
も
の
考
に
な
れ
ば
猴
と
思
い
ま
す
。

一
、
不
動
産
の
表
示
（
土
地
、
雌
物
）

仙
所
打
椛
保
仔
の
厳
紀

②
所
存
樅
移
帷
の
綴
仙

イ
、
州
統
又
は
法
人
の
合
併
に
よ
る
移
転

の
紙
把

ロ
、
辿
剛
、
伽
与
、
そ
の
他
艇
仙
稽
義
に

よ
る
移
岻
獺
把

ハ
、
典
何
物
”
分
別
に
よ
る
移
岻
の
職
把

二
、
そ
の
他
の
雌
間
に
よ
る
移
転
の
綴
紀

③
地
上
樅
、
水
小
作
樅
、
箇
貸
樅
又
は
採

石
樅
の
投
定
、
岻
貨
又
は
移
転
の
叢
紀

イ
、
没
だ
又
は
岻
貨
の
綬
把

ロ
、
州
統
又
は
法
人
の
合
併
に
よ
る
移
転

の
縦
舳

ハ
、
此
何
に
係
る
樅
利
の
分
剖
に
よ
る
移

岻
の
歌
仙

二
、
そ
の
他
の
脱
凹
に
よ
る
移
転
の
綬
把

的
地
上
樅
の
投
定
の
幾
組

⑤
先
取
将
椎
、
簡
樅
又
は
抵
当
樅
の
移
転

の
暇
紀

イ
、
州
統
又
は
法
人
の
合
併
に
よ
る
移
転

の
賑
記

ロ
、
そ
の
他
の
原
囚
に
よ
る
移
転
の
砺
記

、
ｑ
Ｉ
Ｊ
◆
Ｄ
２
１
ｒ
卜
ｕ
ら
１
グ
ゥ
ナ
ル
咽
脚
〕

旧
Ｉ
Ⅱ
・
Ⅷ
Ｊ
ｙ
Ａ
。
．
．
．
ｍ

ィ
、
所
行
椛
力
偏
施
の
薙
把

ロ
、
所
行
樅
以
外
の
樅
利
の
侭
托
の
張
把

の
相
統
財
雌
の
分
離
の
鞍
肥

ィ
、
所
何
椛
の
分
離
の
薙
肥

ロ
、
所
打
椛
以
外
の
樅
利
の
分
離
の
鞭
記

⑧
仮
奄
記

イ
、
所
打
椛
の
移
転
の
似
躍
記
又
は
所
有

樅
の
移
転
、
諦
求
樅
保
全
の
た
め
の
似

薙
記

ロ
、
そ
の
他
の
仮
暇
記

側
所
何
椛
の
壁
記
の
あ
る
不
励
産
の
左
一
ホ

の
変
災
又
は
史
旺
の
鞍
把
で
次
の
も
の

イ
、
土
地
の
分
喰
又
は
他
物
の
分
剖
符
し

く
は
区
分
に
よ
る
表
示
変
更
の
薙
記

ロ
、
土
地
又
は
姓
物
の
合
併
に
よ
る
衣
示

の
変
史
の
薙
迅

０
Ⅱ
『
ロ
畠
己

向
ｕ
Ｆ
Ｉ
・
考
叫
ｙ
孟
壹
口

⑪
登
記
の
抹
消

一－－

⑪
登
記七

月
の
下
旬
に
は
、
大
部
い
と
こ
ろ
へ
は
行
か
せ
な
い
よ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
ボ
ー
ト

分
の
学
校
は
夏
休
み
に
は
い
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
遊
び
を
す
る
場
所
は
、
湖
、

り
ま
式
か
、
風
休
み
に
は
水
水
泳
や
水
遊
び
に
行
く
と
き
は
沼
池
な
ど
波
や
流
水
の
お
だ

泳
や
水
遊
び
を
す
る
子
ど
も
必
ず
保
護
者
が
同
伴
す
る
と
か
や
か
な
助
所
か
利
用
さ
れ
、

が
急
に
ふ
え
、
そ
れ
に
つ
れ
誰
か
し
っ
か
り
し
た
人
に
一
紙
ま
た
転
概
し
て
も
ボ
ー
ト
自

て
子
ど
も
の
水
難
覗
故
も
多
に
つ
い
て
い
っ
て
も
ら
う
よ
う
体
に
浮
揚
性
が
あ
る
た
め
、

く
な
り
ま
す
。
に
し
て
く
だ
さ
い
。
救
助
も
比
恢
的
容
易
に
で
き

鮨
鯰
辮
子
ど
も
の
水
難
事
故
を
な
く
そ
う
朧
諏
翻

心
が
強
く
、
と
か
く
危
険
な
子
ど
も
が
水
雌
事
故
に
あ
う
し
か
し
、
魚
と
り
や
魚
つ
り

場
所
に
近
寄
り
が
ち
で
す
の
危
険
の
蚊
も
多
い
の
は
〃
水
泳
な
ど
の
場
合
に
は
、
場
所
的

で
、
幼
な
友
だ
ち
同
志
や
泳
中
″
で
あ
り
以
下
〃
水
遊
び
″
条
件
な
ど
か
ら
邨
故
が
起
こ

ぎ
を
知
ら
な
榊
子
ど
も
同
志
〃
魚
と
り
・
魚
つ
り
″
”
ボ
ー
っ
て
も
発
兇
が
遅
れ
る
鞭
が

の
水
泳
や
水
遊
び
は
絶
対
し
卜
遊
び
″
の
順
と
な
っ
て
い
ま
多
く
、
救
助
さ
れ
た
者
に
比

な
い
よ
う
ふ
だ
ん
か
ら
よ
く
す
。
こ
れ
ら
の
靭
故
の
う
ち
、
べ
死
祈
の
削
合
が
大
へ
ん
高

い
い
き
か
せ
て
お
く
と
か
、
救
助
さ
れ
た
者
よ
り
死
者
の
数
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ふ
だ
ん
あ
ま
り
行
き
つ
け
な
の
少
な
い
の
は
ボ
ー
ト
遊
び
だ

Ｉ
ｌ
ｌ
ｉ

.｜
心

不
励
旅
の
仙
絡

イ

全

不
助
雌
の
仙
桁

杢
喉
役
地
の
不
動
脈

の
個
数

仙
椛
金
額

不
励
雌
の
佃
絡
一

小
仙
脈
の
価
格

不

企勤
Iﾉ雁
の

ilii
格

不
動
脈
の
価
格

ｲくし分
悔h／j』･』も，

合
併
後
の
不
動
雁

不
動
産
の
個
数

の
個
数

不
動
産
の
個
数

全 糾
税
楳
維

企全企全企ｲ、助く'$換
産は又
の区は
個分分
数後削

のｲ'j；
』税

率
一
Ⅲ
税
率

千
分
の
六
千
分
の
六

千
分
の
生
ハ
’
千
分
の
六

〃
統
期
間
に
よ
り

一
千
分
の
二
十
弧
一
岼
勃
抽
二
－
千
分

千
分
の
二
十
五
一
千
分
の
二
十
九

千
分
の
六
千
分
の
六

千
分
の
九
十
千
分
の
五
十

千泥
I「千

分
の

千
分
の

イ
ｒ
卜
Ｊ
１
夕
竺
、

｜
」
〃
ん
ノ
〃
ｖ
ユ
〃
ノ

’
一
個
に
つ
き

五
阿
円

千
分
の
六

千
分
の
三

千
分
の
三

千
分
の
一

の一

分
の
三

分
の
三

分
の
二
十
飛

個
に
つ
き

五
間
川

〃〃〃〃

一
千
分
の
六

十
飛
評
獅
叩
如

催
円
一
和
窄
耐
二

千
分
の
六

千
分
心
六
、
五

一
千
分
の
六
、
五

’
千
分
の
丘

千
分
の
三

一
秤
鋤
”
坐
訟

一
個
に
つ
き三

十
円

雌
高
三
百
円

〃

一
個
に
つ
き一

糸
円

一
個
に
つ
き六

十
円

・
ノ間

に
よ
り

二
’
千
分

一
一

1

/’五

…


